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参考資料 1 新しい文化芸術施設の整備に関する基本計画（概要版） 
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～集い、魅せる、つくる 躍動するまちを目指して～ 

平成 28年 6月 岡山市 

１ 新しい文化芸術施設の整備方針と役割 （P.1～6） 

「基本計画」は、これまでの検討経緯を踏まえ、有識者のご意見や、パブリックコメントなどによる

皆様からの様々なご意見を参考にして、「千日前地区市街地再開発事業地」を整備地として、新

しい文化芸術施設の整備方針を具体的に整理したものです。 

【新しい文化芸術施設の整備方針】 

 現在、岡山市で行われている事業や活動を支援するとともに、自ら創造していくための礎を築いていきます。 

 岡山市域に新たな賑わいを創出することができる事業や活動を再開発地域と一体となって行います。 

 岡山市が誇れる新たな価値を創造することができる事業や活動を展開していきます。 

 これまでの市民活動を支えるとともに、岡山市が誇れる舞台芸術、音楽芸術を育み、創り出し、発信させて

いくための機能を備えた施設整備を目指します。 

 いつでも誰でも気軽に立ち寄り、憩うことができる機能を備えた施設整備を目指します。 

 

２ 事業の考え方 （P.7～9） 

新しい文化芸術施設は、「魅せる」「集う」「つくる」

という活動を中心として事業を展開していきます。 

これまで岡山市内で実施されてきた「魅せる」

「集う」といった活動をより一層強化するとともに、芸

術文化団体や市民が行ってきた様々な創作活動

を支援し、新たな文化芸術の創造につなげていく

ために、「つくる」活動を実践していきます。 

さらに、これらの活動に多くの人々が参加し、また市民と協働することで、様々な事業の充実を図り

ます。そして、「つくる」活動と、「魅せる」「集う」活動がつながり、相互に連携し、さらなる創造的な活

動や事業の展開を図ることにより、岡山独自の文化芸術を創り出し、国内外へ発信していく創造型の

劇場を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅 せる 
鑑賞事業《みせる》 

普及事業《したしむ》 

集 う 
交流事業《つどう》 

情報事業、施設提供事業《ささえる》 

つ く る 

創造事業《つくる》 

育成事業《はぐくむ》 

連携事業、継承事業《つなぐ》 

【事業展開イメージ図】 

【概要版】新しい文化芸術施設の整備に関する基本計画 
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【組織図案】 

 

 

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

芸
術
監
督
な
ど 

館 

長 

３ 管理運営の考え方 （P.10～15） 

管理運営は、整備された施設や設備などが常

に安全に運用されることを基本とし、目指していく

事業や活動の成果を最大限に引き出していくた

めの管理運営や運営組織を検討します。 

事業の実施に必要と想定される職能について、

「組織図案」を示します。事業や活動を統括する

能力として、総合プロデューサーや芸術監督など

の配置についても、必要に応じて検討していきま

す。運営方式は「直営」・「指定管理者」のメリット・

デメリットを精査し、今後、検討をすすめます。 

 

４ 諸室計画 （P.16～28）

総務部門 
経理 
庶務 
施設管理 

事
業
部
門 

企画制作・
学芸 

制作 
学芸 
調査研究・情報  

営業・広報 
営業 
広報 

施設利用 
利用係 
レセプショニスト 

舞台技術部門 

プロダクション・ 
マネージャー 
機構担当 
照明担当 
音響担当 
映像担当 
工房担当 

大
ホ
ー
ル
エ
リ
ア 

 バレエ・ダンス、オペラ、ミュージカル・音楽劇、大型演劇など大掛かりな舞台芸術の鑑賞事業を行うことが

できる高い専門性を備えた多機能ホールとして計画する。ポピュラーコンサートやロック、ジャズ・吹奏楽、

邦楽・民族音楽などの音楽芸術の公演にも対応する。 

 プロセニアム形式の舞台（開口幅：18ｍ、奥行：18ｍ程度）とし、様々な舞台芸術の上演が可能な機能

や、台詞など肉声の響きに配慮した残響時間や響きを備える。 

 1,700席程度（１階客席900席程度の３層構造）の客席を備える。 

 十分な遮音性能と静音性能を確保する。 

 大ホールホワイエへの入口は、観客を迎えるに相応しい設えとする。また、開場前の観客や高齢者、障が

い者、子どもなどの利用に配慮した動線上の工夫を図る。 

 11t車両の利用を想定した大ホール専用の搬入口と複数台留置き可能な駐車スペースを設置する。 

中
ホ
ー
ル
エ
リ
ア 

 演劇やダンス・舞踊、伝統芸能など舞台芸術の創造活動を行い、その成果を広く発信していく高い専門性

と機能を備えるホールとして計画する。創造活動に対応できる今日的機能を備えた舞台設備を設置したプ

ロセニアム形式の舞台（開口幅：14.5ｍ、奥行：14.5ｍ程度）とし、台詞など肉声の響きに配慮した残響時

間や響きを備える。 

 可動式音響反射板の使用時には、クラシック音楽など生音の響きを大切にする音楽芸術に対応できる音

場となるよう計画し、市民文化ホールがこれまで担ってきた比較的小規模な音楽利用にも対応できるもの

とする。 

 800席程度（１階客席600席程度の２層構造）の客席を備える。 

 十分な遮音性能と静音性能を確保する。 

 大ホール同様、観客を迎えるに相応しい設えや動線上の工夫を図る。 

 11t車両の利用を想定した中ホール専用の搬入口を設置する。 

創
造
支
援 

エ
リ
ア 

大スタジオ 
大中小練習室 
創造スタッフ室 
工房及び倉庫 

 創造活動や日常的な市民の練習活動を支えるためのスペース。相互の室の活動を

制約しない計画とする。 

 大スタジオは大ホール、大練習室は中ホールでの公演の稽古を想定し、主舞台面

積のほか必要なスペースを加えた面積を確保する。 

 大スタジオと大練習室は、公演利用を想定した機能を備える。 

交
流
促
進 

エ
リ
ア 

オープンロビー 
インフォメーション 
情報コーナー 
カフェ・レストラン 

 誰でもが気軽に立ち寄り、憩える多目的なオープンスペース。 

 人々の交流の機会や賑わいを創出する空間。 

管
理 

エ
リ
ア 

そ
の
他 

管理事務室 
その他 
(救護室等) 

 施設管理に必要な事務室及び関係諸室、その他（救護室等）を設置する。 

【管理運営の基本方針】 

 専門性の確保 

 柔軟な管理運営 

 非営利の経営視点を持った管理運営 

 評価の仕組みの構築 

【組織体制の基本方針】 
 岡山市の文化振興施策を具体的に実現
する劇場として相応しい運営体制 

 施設が備える機能を十分に発揮できる 
運営体制 

 柔軟な対応ができる運営体制 
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【施設配置の考え方】 

 周辺街区への賑わい誘導 

 象徴としての外観 

 高さへの配慮 

５ 施設計画 （P.29～41） 

 

新しい文化芸術施設の動線には、大別して上記の３つの動

線が必要です。これらの動線は、劇場施設の特殊性に鑑み、基

本的に分離して計画します。 

また、本施設は市街地再開発事業により整備される複合施設

であり、本施設以外の施設部分や共用部分の建物設備諸室等への動線についても、別途その必要

性に応じた検討を行います。  

市街地再開発事業として、本施設に加えて、「商業」、「事務所」、「住宅」などの施設を複合化する

ことが提案されています。これらの異なる施設を整備予定地に効果的に配置するために、【施設配置

の考え方】に考慮して、本施設の配置を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

来館者動線 

・主に、周辺の街路から来館する観客や施設利用者など

を想定。 

・誰もがアクセスしやすくする。 

出演者・関

係者動線 

・主に、大ホール・中ホールで上演される演目への出演

者や関係者の動きを想定。 

・観客やホール以外の施設利用者の動線と交わらないも

のとする。 

大道具等 

搬入動線 

・公演や催物で使用する道具や機材などの動きを想定。 

・簡便かつ安全な運搬を可能とする。 

大ホールエリア 約 6,000㎡ 

中ホールエリア 約 3,000㎡ 

創造支援エリア 約 3,700㎡ 

交流促進エリア 約 800㎡ 

管理エリア・その他 約 6,500㎡ 

合   計 約 20,000㎡ 

【機能図】 

  

大ホール楽屋入口 

（出演者・関係者） 

大道具等搬入口 

（大道具・舞台設備・衣裳他） 
中ホール楽屋入口 

（出演者・関係者） 

来館者入口 

（観客・施設利用者など） 

インフォメーション 

バーカウンター 

ホワイエ 

 
クローク／ロッカー 

トイレ 
（多目的を含む） 

各機能で関連性が高いことを示す（動線が必要） 

各機能で関連性があることを示す 

大ホールエリア 中ホールエリア 

創造支援エリア 

交流促進エリア 

 

管理エリア 
その他 

チケットカウンター 

駐車スペース（搬出入車両用/関係者用） 

搬入口・荷解場 

 

 
 

 

 

 

客  席 

楽屋エリア 

調整室 

バーカウンター 

ロッカー 

主催者控室等 

大道具・小道具・衣裳等製作室、 

工房等 

創造スタッフ室 

 

練習室（大中小／複数） 

大スタジオ（組立式客席床） 

その他（展示スペース等） 

倉庫・機材庫 

楽器庫 

 

倉庫・機材庫 

楽器庫 

 

管理事務室 機械室 
その他の諸室 

（救護室等） 

カフェ 

レストラン 

（飲食機能） 
トイレ 

オープンロビー 
インフォメーション 情報コーナー 

主催者控室等 

舞  台 

（プロセニアム形式） 

駐車スペース 
（車いす使用者用） 

客  席 

 

 

 

舞  台 

（プロセニアム形式） 

調整室 

ホワイエ 

トイレ 
（多目的を含む） 

 

倉庫・資材庫 

更衣室（ロッカー） 

創造支援エリア 
共通ロビー 

楽
屋
口 

楽屋エリア 
楽
屋
口 

もぎり もぎり 

多目的室 

多目的室 

可動式音響反射板 

仮設前舞台兼 
オーケストラピット 
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６ 施設整備事業費などの考え方 （P.42～44） 

【建設費及び概算整備費】 

 近年整備された文化芸術施設の建設事例によると、床面積１㎡当たりの建設費は約 75万円程度（税抜）と

なっています。ただし、国土交通省が示す労務費単価の上昇や、東京オリンピック開催に伴う建設需要の高

まりによる資材費の高騰などの要因により、今後変動していく可能性があります。 

 新しい文化芸術施設は市街地再開発事業により整備された建物の一部を、市が保留床として取得するため、

整備費は市街地再開発事業において算出される保留床取得額（＊）となります。 

（＊）保留床取得額とは、施設の建設費だけでなく、施設の整備に必要な経費の一部を含め、施行者から保留床として買い取るために必要な費用です。 

 整備費の財源として、有利な財源である合併推進債を活用し、実質的な市の負担軽減を図ります。なお、

合併推進債を活用するために平成 33年度末までの施設整備が必要となります。 

【運営費等の考え方】 

 新しい文化芸術施設は、岡山市の文化振興施策を具現化させていくための拠点施設として運営します。市

の文化事業を継続的かつ効果的に展開していくためには、一定の経費の支出（岡山市の将来に向けた文化

への投資、文化を活かしたまちづくりへの投資）が必要となります。 

 事業や活動を継続的に行うためには、使用料収入や事業収入を高めることや、外部からの助成金などを積

極的に得るなど、自己財源比率を高めるように努める必要があります。 

 

 

 

 

 

７ 整備スケジュール （P.45～48） 

開館までのスケジュールは以下を想定しています。 

文化事業は開館後の事業を視野に入れ、開館前から開始し、舞台設備は特殊な機能を備

えることから、開館後の運営体制を踏まえ、できるだけ早期から専門性を備えた劇場・音

楽堂等施設での業務経験を有する人材を配置し、開館までの業務を推進することが必要と

なります。事業や施設運営関連に関しては、今後、詳細な検討を行います。 

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 

 

 

       

 

 

 

 

収入の考え方 支出の考え方 

・使用料収入の確保 

・外部からの資金の確保などによる事業費におけ

る自己財源比率の向上 

・再開発施設全体としての営業活動による独自

財源の検討 

・事業費 

・柔軟性の高い組織体制 

・効果的かつ効率的な維持管理の実践 

・複合化された施設としての必要経費 

【概要版】新しい文化芸術施設の整備に関する基本計画 

開 

館 

 

文化芸術 
施設 

基本計画 
策定 

基本 

設計 
建設工事 

 

管理運営 

基本計画 

策定 

開館準備 

竣
工
・
引
き
渡
し 

習
熟
訓
練
等
期
間 

 

管理運営 

実施計画 

策定 

 

都市計画（案） 

作成 

確認 

申請等 

手続 

 

事業計画

作成 

 

権利変換

計画作成 

実施設計 

 

 都市計画 

手続 

【今後の検討課題の整理】 

 地域の活性化と継続的な賑わい創出に向けた検討 

 再開発施設としての検討 

 整備推進体制の構築 

 事業内容・管理運営の検討 

 公共交通からのアクセス性の向上 

 駐車場の検討 

 施設整備情報の公開と市民意見の聴取 
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参考資料 2 近隣類似施設の利用規則等 
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参考資料 3 管理運営基本計画策定にあたっての取り組み 

① 検討経緯 
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 管理運営基本計画の検討経緯は以下のとおりです。 

 

１ 管理運営基本計画検討懇談会 

 

第 1回 

■日 時：平成 29年 7月 10日（月）14時～16時 

■議 題： 

（1）懇談会メンバー紹介・あいさつ 

（2）市民ワークショップ（第 1回）の報告 

（3）意見交換・検討 

・管理運営基本計画について 

・事業計画 

第 2回 

■日 時：平成 29年 8月 22日（火）14時～16時 

■議 題： 

（1）市民ワークショップ（第 2回）の報告 

（2）利用団体ヒアリングの報告  

（3）意見交換・検討 

・前回懇談会の検討項目の確認（追加意見） 

・施設管理、運営計画 

・施設利用計画   

第 3回 

■日 時：平成 29年 10 月 25 日（水）15時～17時 

■議 題： 

（1）『管理運営基本計画（骨子案）について』 

（2）市民ワークショップ（第 3回）の報告 

（3）意見交換・検討 

・事業計画 

・組織体制 

・施設利用計画 等 

第 4回 

■日 時：平成 30年１月 23日（火）10時～12時 

■議 題： 

（1）パブリックコメントの結果報告について 

（2）意見交換・検討 

・事業計画、施設管理・運営計画 

・施設利用計画、収支計画、市民参加 

・次年度の管理運営実施計画策定に向けて 等 
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2 市民ワークショップ 

 
第 1回 

■日 時：平成 29 年 6月 25日（日）14 時～16 時 

■テーマ：新しい文化芸術施設で実施する事業イメージを考えよう！ 

第 2回 
■日 時：平成 29 年 8月 5日（土）14 時～16 時 

■テーマ：新しい文化芸術施設の使い方を考えよう！ 

第 3回 
■日 時：平成 29年 10月 14日（土）14 時～16 時 

■テーマ：市民参加を考えよう！ 

3 シンポジウム 

 名 称 文化のクリエイティビティをまちづくりにいかす 

-「新しい文化芸術施設」管理運営基本計画策定に向けたシンポジウム- 

概 要 ■日 時：平成 29 年 12 月 17日（日）14 時～16 時 

■場 所：岡山シティミュージアム ４階 講義室 

■パネリスト： 

津村  卓（上田市交流文化芸術センター館長／北九州芸術劇場顧問 

一般財団法人地域創造プロデューサー） 

柾木 和敬（声楽家） 

大森 雅夫（岡山市長） 

4 芸術文化団体ヒアリング調査 

 概 要 ■対 象： 

「岡山市芸術文化団体」に登録している団体（約 190団体）のうち、

岡山市民会館や岡山市立市民文化ホールを利用している団体を中心

にヒアリング調査を依頼、回答のあった団体からご意見等をいただい

た。 

・調査依頼対象団体：63団体 

・調査協力団体：21団体（うちヒアリングシートのみ提出 2団体） 

■日 時：平成 29年 7月 19日（水）～21日（金） 
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参考資料 3 管理運営基本計画策定にあたっての取り組み  

② 管理運営基本計画検討懇談会メンバー一覧表 
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「新しい文化芸術施設」管理運営基本計画検討懇談会メンバー一覧表 

（五十音順） 

№ 氏 名 所 属 

1 五島 朋子 ごとう ともこ 鳥取大学地域学部附属芸術文化センター教授 

2 坂手 洋二 さかて ようじ 劇作家・演出家、燐光群代表 

3 笹井 裕子 ささい ゆうこ ぴあ株式会社 ぴあ総研 所長 

4 田野 智子 たの ともこ NPO法人ハートアートリンク代表理事 

5 津村 卓 つむら たかし 

サントミューゼ館長兼プロデューサー 

（一財）地域創造プロデューサー 

北九州芸術劇場顧問 

6 平井 優子 ひらい ゆうこ ダンサー・演出振付家 

7 柾木 和敬 まさき かずよし 声楽家 

8 宮崎 刀史紀 みやざき としき 
（公財）京都市音楽芸術文化振興財団 

ロームシアター京都管理課長 

 

○コーディネーター 

草加 叔也 くさか としや 有限会社空間創造研究所代表取締役 
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参考資料 3 管理運営基本計画策定にあたっての取り組み 

③ ワークショップ通信 
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参考資料 3 管理運営基本計画策定にあたっての取り組み 

④ シンポジウム実施報告 
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文化のクリエイティビティをまちづくりにいかす 
―「新しい文化芸術施設」管理運営基本計画策定に向けたシンポジウム－ 

実施報告 
 

I. 実施概要 

1. 趣 旨 

平成 34 年度開館に向け、千日前地区に整備を進めている「新しい文化芸術施

設」。岡山のまちづくりに文化芸術をどのように活かしていくのか、文化拠点

として「新しい文化芸術施設」に求められる具体的な事業や組織のあり方につ

いて、検討懇談会のメンバーである実演家、施設運営の専門家それぞれの視点

から語っていただき、今後の岡山に望まれる施設運営を探ります。 

 

2. 日 時 平成 29 年 12 月 17日（日）14 時～16 時（開場 13時 30分） 

 

3. 場 所 岡山シティミュージアム ４階 講義室 

 

4. 来場者 約 50名 

 

5. 次 第 

（１）開会挨拶 

岡山市長 大森 雅夫 

（２）基調対談 

   津村 卓（聞き手：草加 叔也） 

（３）パネルディスカッション 

  パネリスト 

■津村 卓 

上田市交流文化芸術センター館長／北九州芸術劇場顧問 

一般財団法人地域創造プロデューサー 

■柾木 和敬 

声楽家 

■大森 雅夫 

岡山市長 

進行：草加 叔也（(有)空間創造研究所 代表） 
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II. 基調対談（津村氏） 

 25 年前（一財）地域創造のプロデューサーに就任した時に日本の芸術文化はす

ごい勢いで動き出そうとしていると感じた。そこからの日本の社会の変化とそれ

に沿った文化芸術の変化の勢いは、非常に大きな変化をもたらしてきたと思う。 

 10 年先、20 年先を見据えてコンセプトをつくって進めてきたつもりだが、最近

は変化のスピードに追い付けていないように感じる。今は、芸術文化が社会にど

れだけ貢献できるかが突きつけられていると思う。 

 北九州芸術劇場では、劇場と地域との協働事業として、多様な施設や機関、企業

や団体とパートナーシップを組み、舞台芸術の持つ創造的な力を活かした事業に

挑戦している。夜景クルーズ、モノレール、動物園、美術館、航空会社、サッカ

ークラブなどとのコラボレーション、高校生や障がい者の方との共同制作、地元

の演出家などと組んでのアウトリーチ、市場でのアーティスト・イン・レジデン

ス、鉄の街としてのデザインプロジェクトなど。 

 北九州市は製鉄で栄えたまちであり、“ものづくり”の DNAのようなものがあり、

“作品をつくる”ことに関してワクワク感を持っている市民や新しいものをつく

っていくことを受け入れる人が多かった。 

 作品をつくる活動として、地域の文化資源を活用した作品づくりから世界に通用

する質の高い作品づくりまで、多彩な創造活動に挑戦している。例えば、世界的

な活動を展開している『山海塾』との共同プロデュース事業では、北九州芸術劇

場の名前が世界各地の公演においてクレジットされるので、劇場の知名度・格を

高めるとともに財産となっている。地元の高齢者から話を聞き、「まちの記憶」

をモチーフに新たな戯曲をつくる事業は、若手劇作家の育成事業として行ってい

る。インタビューを機に元気になる高齢者もおり、喜ばれるが、福祉事業でなく

あくまでも芸術事業として展開している。 

 幅広い人に観てもらえる旬の作品のように黒字になる公演も必ずつくることを

経営として進めており、その他の事業が展開できる原資とできるようにしている。 
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III. パネルディスカッション（津村氏、柾木氏、大森市長） 

【劇場・新施設の果たすべき役割について】 

 岡山にも北九州のようなアイデアや事案はあるが、個々でやっており、規模が小

さい。文化団体や活動は沢山あるが、市内の各ホールがやっている事業も含め、

横のつながりがない。ホールが、いろいろな人間が関わる企画を出して各団体が

関われるとか、ホールがコラボレーションする企画とかで束ねることで、今まで

の経験を集約し、実績を活かした活動にしていくことができるのではないか。新

しい施設がその核となれば、組織的にいろいろなことができると思う。（柾木） 

 北九州芸術劇場は計画当初に“劇

場としてまちにどういう存在理

由として維持していくのか”とい

う目的とミッションを明確にし

た。企業とのコラボなど当初は考

えなかったが、社会や文化芸術が

進化して、今やアウトリーチなど

も当たり前のものになってきて

いる。まちと向き合うということに関しては、どうしたら市民やまちが劇場を信

頼してくれるのかということに時間と労力をかけた。行政の目的とミッションが

ぶれなかったことが大きく、ちゃんと駒を進めていくことができた。（津村） 

 もう１点は、人材育成がうまくできたことが大きい。大きな演目をやったり、自

分たちで作品をつくることでしか、スタッフのスキルは上がらない。作品をつく

るのは経費が掛かるが、それを人材育成のための投資と考えるべき。そうしない

と、東京から人を呼び続けなくては、劇場を運営していけない。劇場を運営する

人材を地元で育てて、最終的には地元の人材で運営していかないと地域の劇場に

ならない。10 年、15 年かかるかもしれないが、運営のプロを育てていくために

どれだけ投資できるのか、誰がどのように経営者として劇場をつくっていくのか

が重要。（津村） 

 おかやまマラソンのアンバサダーである山口衛里さんに、「（マラソンは）走りだ

すと病みつきになる。」と言われ、実際走るとその通りとなり一つ楽しみを見つ

けることができた。文化芸術も同じで、全く触れないと、好きも嫌いもないが、

触れてみると楽しみになったり、専門的な人材に育っていくことが多いと思う。

金沢の 21 世紀美術館では、小学生が授業の一環で必ず美術館に行き、そこでい

ろいろ議論を交わしたりすると聞いた。子ども達だけでなく大人も含めて、何か

一緒に文化を創造していくことをシステマチックに組み込むようなことができ

れば、少なくとも人生において楽しみを見出していくことが大いにあると思う。

（市長） 



 

70 

 北九州芸術劇場に行った際に、職員が演劇に対してすごく誇りを持っていた。岡

山市でも新しい文化芸術施設が機能することで新しい誇りを生んでいくのでは

ないか。（市長） 

 どういう入口を作ってあげることができるのかというのは難しい問題だが、現在、

北九州芸術劇場では、席数や場所を決めて高校生は 1,000 円で公演を観られる、

ということをしている。小学生にはアウトリーチという形で演劇や舞台芸術を提

供するなど、それぞれ方法論を変えながら進めている。（津村） 
 

【岡山、中国地方の状況について】 

 紹介された統計データは、自分

の出演頻度と一致し納得する。

岡山出身の演奏家はいるが、岡

山で企画がなく出演できる場が

少ない。広島は公演数も多く、

企画も良いオペラ公演はあるが、

市が大きすぎて事業の方向性が

浸透せず集客できていない。岡

山はオペラ公演をすればだいたい満員になるし、集客力がある。オペラはバレエ、

オーケストラ、コーラスなどいろんな要素が入り、ヨーロッパでは総合芸術と言

われる。その分お金はかかるが、（ホール・スタッフの経験になるので）ぜひ取

り組んでほしい。（柾木） 

 北九州芸術劇場で事業をやっている中で、兵庫県立芸術文化センターより以西で

演劇に真剣に向き合い活発に進めているところはないと感じていた。文化庁の特

別支援を受けているのも兵庫県立芸術文化センターより以西は北九州芸術劇場し

かない。どのようにネットワークを組んで一緒にやっていこうかと考えていた。

中国地方は、決してツアーを回しにくい地域ではないはずなのに、旬の面白い公

演があまり行われていないのは、受け皿がないからだと思う。演劇だけで言えば、

ちゃんと向き合えば中国地方のトップになれることは目に見えている。ただし、

しっかりとした受け皿をつくることが前提。世界的、国内でもトップクラスの公

演も来ることになると思うので、それをどう活かしていくかを考えていくことが

必要。（津村） 

 北九州は工業の衰退していっているまちであることが面白いと思った。海外でも

フランスのナントなど工業の衰退していっているまちが芸術のまちに変わった

事例が多くある。工業都市が面白いと思うのは、ものをつくるという事を知って

いるからである。商売のまちでは、ものを作るときに、安いものを高く売ろう、

お金がかかることはやめよう、という考えになる。どちらが良いかは政治が選べ

ばよいことだが、岡山は中四国でトップの劇場を作れると思っている。（津村） 
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【劇場・新施設ができることによってどう変わっていくか】 

 （北九州芸術劇場が）開館後 15年

間で、取り立てて変わったところ

はないが、毎年実施しているアン

ケートに書かれている声が元気に

なっているのは感じている。劇場

のある周辺だけのことかもしれな

いが、企業や商店街の人たちが元

気になり、2 代目 3 代目が次の展開を考え、商店街のシャッターが開いてきた。

市全体については（劇場が影響を与えるのは）なかなか難しいと思うが、外部か

ら評価を受けることが刺激となって、元気になってきたイメージがあるし、いろ

んなことにチャレンジしようという若者が増えていると感じる。また、芸術を志

向する人の定着率が高くなった。東京に行かなくてもこのまちで演劇やっている

ほうが楽しいと思う人が増えてきているということだが、サービス業がもっと増

えないと難しいので、今は産業改革の方にいろんな手を出していっている。 

（津村） 

 私の海外の拠点であるミラノはイタリアで一番の大都市で、そこにあるスカラ座

は世界的に有名な伝統あるオペラの劇場だが、住民はスカラ座にオペラを観に行

くことは多くない。しかし、劇場には行く。なぜなら、おいしいカフェがあった

り、近くにおいしいレストランやおしゃれなものを売っている店があるからで、

劇場の周りにそういう場所があってリンクすることで芸術が文化になり人に定

着していくと思う。イタリアのマントバの近くにあるブスコルド市立歌劇場はま

ちの中心にあるが、毎日は開いていない。しかし、カフェ（バル）は毎日開いて

いて朝から晩までまちの交流の中心になっている。劇場は人間が人間と交流する

場だと思う。新しい文化芸術施設でも、稽古場に様々な文化団体の人たちが出入

りして、その人たちが周辺のカフェや飲み屋で飲んだり、打ち合わせしたりして、

人が行き来することで、商店やサービス業がまた出来たり・・。そういう意味で

新しい施設だけ良くしても立ちいかないと思う。幸い千日前という土地柄がある

ので、ヨーロッパの劇場のように、周りとリンクして一緒に育っていければ理想

的だと思う。（柾木） 

 木村尚三郎氏が都市の魅力を三つ挙げており、一つ目は安全安心、三つ目は食事、

二つ目に挙げているのが歩く楽しさである。やはりまちとして歩く楽しさという

のは大変重要だと思う。魅力がないと歩いても退屈だし、歩くのに何らかの目的

が必要な時もある。新しい文化芸術施設は、ここへ来て練習したり、終わった後

にカフェで飲んだり、まちの魅力や歩く目的になるような役割を果たして欲しい。

普段から行って楽しむ、友人と周辺で遊ぶ、お年寄りから子どもたちまで集える
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拠点にしたいと思っている。（市長） 

 劇場はいろんな人が集う場所で、そこに演目があり、楽しんで感動する。劇場は、

公演を観る人だけが来るところではなく、いろんな職業、年齢層の人が集いコミ

ュニケーションが取れることが一番重要なこと。そのための環境をどう作るかを

考えないといけない。劇場は『ある』ものでなく『なる』もの。成長した時に初

めて劇場になることを考えると、どうやって成長するのかというストーリーが生

まれるのだと思う。そのためのスタッフ数 50 名は最低の人数。北九州芸術劇場

は、新しい施設より小さくても 74 人いる。育成された人材が岡山のまちへ出て

いくことによる効果やメリットをふまえ、人数をどう考えるかということ。安全

安心という面からもスタッフ数は必要だと思う。歩きやすい道は技術で作れるが、

歩きたい道は芸術文化でしか作れない。岡山の道が、物語のある歩きたい道にな

っていけば良いと思う。（津村） 

 イタリアは、（先ほどの）都市の魅力が三つ揃っていて、歩いて楽しいまち。私

は岡山ではあまり歩かないが、イタリアに行くと歩くので痩せる。歩きたくなる

道があると良いと思う。（柾木） 

 演者側から見ると、自分たち出演者は替わりが効くが、スタッフはそうはいかな

い。岡山でオペラ公演があまりできないのは、スタッフがおらず、スタッフを東

京・大阪から呼ぶ経費が出演者より掛かるから。岡山で人材を育成できれば簡単

である。岡山出身で東京・大阪で舞台関係の仕事をしている人間は多いが、岡山

に職場がないから、そちらにいる。新しい施設ができ、そういった人材が帰って

きて舵を取ってくれれば、メイドイン岡山の良いものができると思う。何とか実

現したい。（柾木） 

 歩きたくなるまちというのは、まちを楽しむということだと思う。市民だけでな

く、岡山に来られた方に歩きながら楽しんでもらうためには、そこに歴史と文化

がないといけないと思う。岡山には一つ一つ見ると光っている歴史は沢山ある。

そういうものを我々の誇りとして、また今まで築いてきた文化も誇りにして、今

を楽しんで新たなものをつくっていく。そういうまちにしてきたいと思う。 

（市長） 
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■パネリストプロフィール 

津村 卓 （つむら たかし） 

1985 年より大阪ガスの扇町ミュージアムスクエアを企画し、副支配人兼プロデューサー

に就任。87 年より兵庫県伊丹市の伊丹市立演劇ホール（アイホール）チーフプロデュー

サー。95 年より財団法人地域創造芸術環境部プロデューサーを務める。97 年から 00 年

にびわ湖ホール演劇プロデューサー、03年より北九州芸術劇場プロデューサー、01年よ

り長崎市文化アドバイザーを務める。07年より彩の国さいたま芸術劇場評議員。08年よ

り北九州芸術劇場館長、現在顧問を務める。15 年から上田市交流文化芸術センター・サ

ントミューゼ館長。 

柾木 和敬 （まさき かずよし） 

声楽家。藤原歌劇団正団員。国立音楽大学声楽科卒業。エウロペア音楽アカデミープロ

フェッショナルコース修了（イタリア）。国際ロータリー財団国際親善奨学生としてイタ

リアに留学。スロヴェニア国立ルブリアーナ歌劇場で歌劇「椿姫」でデビューし、イタ

リアを始めヨーロッパ各国でオペラ公演に出演。日本でも全国で数々のオペラの主役テ

ノールや、ベートーベン第九演奏会、宗教曲のソリストとして多数出演する。 

地元岡山ではおかやま国際音楽祭や岡山フィルハーモニック管弦楽団主催のコンサー

ト、オペラ「ワカヒメ」やルネスオペラシリーズの主役テノールなど多数出演する。 

福武教育文化振興財団文化奨励賞、マルセンスポーツ文化振興財団文化賞受賞。 
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【参考資料】 
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参考資料 3 管理運営基本計画策定にあたっての取り組み 

⑤ 芸術文化団体ヒアリング調査について（まとめ） 
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「新しい文化芸術施設」管理運営基本計画に関する 

芸術文化団体ヒアリング調査について（まとめ） 

 

１．芸術文化団体ヒアリング調査の概要 

 

（１）調査の目的 

本年度、「新しい文化芸術施設」管理運営基本計画を策定する予定であり、その計画のなか

で、新施設で実施する事業や施設運営の考え方などについて取りまとめる予定であり、実際

の文化施設利用者や芸術文化団体等からご意見等をいただき、本基本計画策定の参考とする

ため、ヒアリング調査を実施。 

 

（２）ヒアリング調査の対象団体 

現在、「岡山市芸術文化団体」に登録している団体（約 190団体）のうち、岡山市民会館や

岡山市立市民文化ホールを利用している団体を中心にヒアリング調査の依頼（H29.7.6 付）

をし、回答のあった団体からご意見等をいただいた。 

・調 査 依 頼 対 象 団 体：63団体 

・調 査 協 力 団 体：21団体（うちヒアリングシートのみ提出 2団体） 

・ヒアリング参加人数：28人 

 

（３）調査の日時 

平成 29年 7月 19日（水）～平成 29年 7月 21日（金） 

 

（４）調査の開催場所 

西川アイプラザ（岡山市北区幸町 10-16） 4階 第 2会議室 

 

（５）ヒアリング調査の項目 

①日常の活動（練習・稽古など）について 

②発表活動（展示発表会・舞台発表会など）について 

③岡山市民会館について 

④岡山市立市民文化ホールについて 

⑤新しい文化芸術施設について など 
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２．新しい文化芸術施設及び文化活動に係るヒアリング（抜粋） 

Q17 新しい文化芸術施設のホールは、どの程度の頻度で利用することが考えられるか。      

 大ホール(約 1,700席)について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：17団体】 

年に 1回 5 

年に 2回(連続 4日×2回)程度 1 

1 年または 2 年に 1 回 1 

5 年に 1回程度(記念演奏会) 1 

合唱フェスティバル：年 1回 

合唱コンクール中国大会：5 年に 1回 
1 

50 年に 1 回 1 

記念公演 1 

音響効果（質のよい反響板を設置）の改善、トラック等での楽器搬出入エリアの十分な確保、バスの

乗降や留め置き場所の確保、一般車両の駐車の確保、楽器搬出入用 EVや来客用 EV の利便性の確保、

階段やエスカレートの設置と安全確保、世界基準のバリアフリーの設置などに取り組んでいただけれ

ば利用する可能性は高くなると思います。現時点では判断できない状況です。 

1 

企画次第のため未定 1 

興行的なものは、1700 以上のキャパがなければ利益がでにくい企画（という風にうまく企画料が設定

されてくる）企画が多いので、これ以下のキャパであればできるだけ利用したい。 
1 

全国大会などの規模の発表会があれば（利用の可能性がある） 1 

利用しない 2 

 

 

 中ホール(約 800席)について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：14団体】 

年に 1回 4 

年 2～3回 2 

年に 4回(連続 6日×4 回)程度 1 

5 年に 1回 1 

条件が合えば 2～3 年に一度、県大会や中国大会で使用させていただければ、と思っています。 1 

合唱コンクール岡山県大会：年 1回  アンサンブルコンテスト：年 1回 1 

定期演奏会、毎年 1 

音響効果（質のよい反響板を設置）の改善、トラック等での楽器搬出入エリアの十分な確保、バスの

乗降や留め置き場所の確保、一般車両の駐車の確保、楽器搬出入用 EVや来客用 EV の利便性の確保、

階段やエスカレートの設置と安全確保、世界基準のバリアフリーの設置などに取り組んでいただけれ

ば利用する可能性は高くなると思います。 現時点では判断できない状況です。 

1 

企画次第のため未定 1 

ほぼ使わないと思われます。 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見（大ホール・中ホール共通） 

∙ 大ホールに音響反射板がないのであれば使わない。 

∙ ある程度の音響性能が確保されていなければ使えない。大ホールに音響反射板がないのであれば利用

できない。 

∙ 中ホールは演劇向きというとであれば使いたい。 

∙ 催し物により会場を選択するようになるのではないか。選択する際に料金は大きな要素。 

∙ 小劇場では、大・中ホールの利用については、そこまでの規模ではないと思う。県外から招へいする
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場合ではあるかもしれない。 

∙ 日曜が朝早く開館し、昼公演が間に合うのであれば、日曜日、月曜日と連続して利用の可能性はある。 

∙ せっかく新しい施設ができるのでぜひ利用したい。 

∙ 映像設備や音響設備など、何が備えられており、何が使えるのかという点で利用を決めるだろう。 

∙ 中ホールは営利目的では黒字にならないので利用できない。 

 

 

Q18 新しい文化芸術施設の練習室等は、どの程度の頻度で利用すると考えられるか。       

 【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：15団体】 

週 1回程度 1 

週に 2～3回程度 1 

1 年に 1回 1 

会議室として利用可能なら、月に 2～3 回程度。 1 

本公演前に数回 1 

企画次第のため未定 1 

・連盟としての利用は通常はないと考える。 

・周年事業等で合同合唱を企画した場合は月 2回程度利用させていただきたい。ただし収容人数が 150

人、200人程度の練習室がある場合。 

・リハーサル室は、大ホールと中ホールのステージと同じ大きさの物が 2つは欲しい。 

1 

施設の料金が安いと利用すると考えられる。 1 

全国大会、2～3 年に一度の県大会や中国大会にかかる使用を日程内で使用させていただきたい。 1 

・条件が合えば毎週 1 回程度。  ・状況に応じて年 4～5回。 1 

部屋の大きさ、料金、駐車場の有無等によりますが、公民館と同程度の状況であれば、月に 2回程度

だと思います。 
1 

舞台サイズが大ホールと同じ練習室であれば発表会前に月 2回程度 1 

練習室のサイズ感や利便性がまだよく解らないので、現時点では何とも言えない。 1 

どのようなものができるか不明なので、現時点では判断できない状況です。 1 

使わない。 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 大会ではホールと併せて利用することになると思う。 

∙ 発表利用で使うかはわからないが、（大スタジオは）公演可能な設備があることが重要。 

∙ 定期的に利用できるのが理想だが、他団体の利用希望もある。また料金設定にもよる。 

∙ 大スタジオは、メンバーのアンサンブル公演などでの利用可能性はある。 

∙ 練習室は、かなりの頻度で利用すると思う。 

∙ 色々な用途で使えるように、色々な広さの練習室があると使い勝手が良い。 

∙ 現在は大スタジオのサイズの練習室がなかなかない。 

∙ 岡山市で練習しているので、条件にもよるが使う可能性がある。 

∙ 練習室はあまり使用しないが会議室はよく使うだろう。 

∙ 活動をしている人は練習場所に困っているので、日常の練習の場として利用したいという要望が強い

のではないか。 

∙ 楽器が置けなければ練習利用できない。 
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Q18-2 練習室等には小規模公演などで利用できる室（100 席程度）を計画しているが、発表で利

用すると考えられるか。またその頻度はどの程度か。                      

 

 公演などの発表で利用すること【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：16団体】 

有る（10） 10 

無い（6） 6 

 

 

 公演などの発表利用があると考えられる場合の頻度【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：11団体】 

年に 1回 1 

年に 2回 1 

年に 2～3回 2 

年に 2～3回程度、ワークショップも入れれば年 4～5 回程度 1 

年数回 1 

学校単位で公演に利用する可能性があります。 1 

既存の練習施設のような予約制度の場合と 

練習→公演が連動した連続利用の場合では異なってくる。 
1 

気が向いたら 1 

？ 1 

団体としては今のところないと思います。 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 料金などの条件によるが、規模的には望ましい。 

∙ 大スタジオは、アイプラザ 250席があるので、同じであると意味はない。明るい内装の小さい小屋は

あるが、ブラックボックスがない。 

∙ 大スタジオは使いやすければ使う可能性はある。今は、他に場所がないから県立美術館ホールを使っ

ている。 

∙ スタジオの練習利用は料金次第。 

∙ 大スタジオは、使えると思った。条件にもよるが、規模的にはありがたい。 

∙ 料金が安ければ練習利用で利用したい。 

∙ 演劇をやる場合、舞台装置を建て込んだ状態で連続一週間の利用ができたら全然違う。 

 

 

Q19 新しい文化芸術施設の運営ルールについて、希望すること。                

 ホールの開館時間、休館日の希望について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：12団体】 

・開館時間は、9時～22時を基本にし、その前後 2時間も可能に。 

・休館日はなしに。 
1 

9：00～22：00  早朝、延長料金の加算額が高すぎる。 1 
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利用時間は 9時から 22時、早朝開館のできるルールも必要かと思います。区分割は、他のホールを

研究していただけたらと思います。 1 

開館時間：9 時から 22 時 

利用者の希望に沿うように変更可能 

休館日は月 2回程度 

シンフォニーと同じ休館日にならないように設定 

1 

基本は 9 時～22 時でしょうが、柔軟に対応されたい。 1 

10:00 開館  22:00閉館 1 

・水曜日の休館日  ・閉館時間 22時 1 

・早朝 7 時～有料貸出  ・22時以降～有料貸出対応 1 

他のホールと同様の扱いでお願いいたします。 1 

必要により早朝や夜間の利用 1 

休館日は、なるべく少なく、早朝や夜間の利用などができるようにしてほしい。 1 

岡山市民会館の現状でいいと思います。 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 大会を行う日は、日のスケジュールが詰まっているので、楽屋だけでも朝早く 8時から利用できると

ありがたい。 

∙ 演奏会を行う場合、リハーサルのために前日も施設を予約するので、9：00～22：00であれば問題な

い。 

∙ 演奏会前日リハーサルで押さえるので、よほどのことがないと通常の時間内で大丈夫。 

∙ 公演で使う場合では 9 時開館がありがたいが、練習室では朝は使わない。 

∙ 公演をする場合に継続して 6 日以上使うことはない。定期休館日は週の前半にあると良い。人件費の

ことを考えると定期休館日はあったほうがいい。 

∙ 現在も 1 時間くらいは延長して使っている。朝、夜それぞれ 1 時間くらい延長できると良い。 

∙ 料金が安い施設では前日も借りることもあるが、概ね 1 日のみの利用。1 日で終わらせる場合、朝 8：

00 から使いたい。舞台をつくるのに 3 時間くらいかかり、昼公演の場合、リハーサルが短くなる。

夜公演は、バスの時間などを気にして、みな早く帰りたがる。 

∙ 休館日は関係ない。お客さんのことを考えると土日しか使わない。 

∙ 夜は 1時間くらい延長できるとありがたい。すごく困っているわけではないが、そういう声は聴いて

いる。 

∙ 「休館日なし」と事前記入シートに書いたが、利用の希望に応じてフレキシブルに対応してほしいと

いう意味合いで書いた。 

∙ 基本の開館時間は 9～22時で希望があれば延長対応をとれる体制にしてほしい。 

∙ 朝 7時半から延長利用ができるとありがたい。 

∙ ホールの休館日はないと職員が大変なのであったほうがいい。 

∙ 時間ぴったりじゃないと開館しないので、10分前頃には施設の中には入れるとよい。 

∙ 楽屋口は早く開けてほしい。 

∙ 休館日でもスタッフがあまりいなくていい内容のものであれば、休みでも受けて少しでも黒字になる

ようなことを考えたほうがいい。（例えば電気や機械を切る程度のこと） 

 

 

 ホールの利用申込のルールについて【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：15団体】 

施設利用の調整についての新しいルール作りが必要。 1 

今までと変わった方が良い。 1 

・新市民会館、新文化ホール共に、芸術文化団体の申し込みの優先。 

・連続使用の場合の優先。 
1 

毎年の定期公演日は優先していただきたい。 1 

現在、市の行事などは優先的に扱われているようですが、教育活動の一環で開催されるフェスティバ 1 
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ルやコンクールなどにも同じような配慮が必要かと思われます。 

・一般 6 ヵ月前から受付。 

・岡山市認定文化芸術団体 1 年前から受付。 

・当該施設の主催事業や市長（が認める催しへの配慮） 

・芸術監督の配置 

・プロデューサーによる自主企画事業には創造型劇場としての専権事項を設ける。 

1 

申し込みは 1年前の月初め（1日） 

他の施設より優先したければ 1年半前でも良いのでは。 

（他施設と）同じ抽選日というのは困る。 

1 

1 年前からの予約で、岡山市の団体について優遇されること。 1 

市の芸術祭など利用の時の優先 1 

・市内市外規定は、あまり大きな差を設けないでほしい。 1 

岡山市芸術文化団体の場合は、優先的に使用させて頂ければと思います。(予約時期を一般より早く

するなど。) 
1 

抽選方法をわかりやすく、明確に。 1 

毎年開催する催時の優先使用 1 

岡山市民会館の現状でいいと思います。 1 

施設利用決定を 2年～3年前位に、利用計画が立てられる様にお願いしたい。 

特別ゲストをお願いする場合、日程調整が難しい様子。 
1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 利用者としては、県立、市立等は関係ない。どの施設が何時申し込まないといけないか、施設ごとに

覚えておかないといけない。 

∙ 調整や抽選の場合、１登録団体一人とか参加できないと限らないと不公平になる。 

∙ 借りる手続きが分かりにくいことが多く、わかりやすい方がいい。同じ市の施設であれば同じルール

が良いと思う。抽選日は重ならないほうが良いかもしれない。 

∙ 抽選はお互いさまで仕方ない。 

∙ ホールの目的に沿った利用を優先してほしい。その後に営利目的のものを受け付けてほしい。 

∙ 利用者の希望が重なったときに利用調整ができれば、お互いに融通できる可能性があるのでよい。 

∙ 毎年利用している芸術団体の利用を優先してほしい。 

∙ 今は長く申し込んだ団体が優先されるルールのホールもあり、例えば土曜日に利用したくても金曜日

からの利用をすると通る。結局経済力の強い段階が有利にならないように。 

 

 

 ホールの利用料金について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：16団体】 

施設使用料の減免 4 

・芸術文化団体の利用料減免。 

・全体も可能な限り安く。 
1 

登録団体への減免や補助 1 

・営利・非営利による峻別や入場料金による課金制度など 

・岡山市認定文化芸術団体の減免や共催・協働公演による減免措置など 
1 

安いに越したことはない。 

市内の団体であれば割引を（倉敷市）。 

文化団体・社会教育団体・生涯学習団体等の割引はもちろんある？ 

1 

岡山の団体が使う場合の減免 1 

市民使用の場合減免 1 

・市内規定や減免規定で、「県立」を市内並に見なして欲しい。 1 

岡山市芸術文化団体に対しての施設使用料の減免 2 

減免できるのであれば、申請書等面倒な書類はできるだけなくし、利用規定の中で明確にしておけば、 1 
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手間も省けると思います。工夫することで経費を少なくし、基本利用料金を極力抑えていただきたい。 

出来るだけ現状維持で…。 1 

基本料金の支払いの時期、金額は以前より安い方が良い。 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 財政的に厳しいので、高いと利用できない。 

∙ 備品使用料は、全部含んだ金額設定が高額になるならば、個々に借りられて節約するようになる。 

∙ 催しの内容によりどの備品を利用するかが変わるので、ホールの利用料金と備品料金は別途のほうが

よい。 

∙ 冷暖房料は、躯体が大きければ大きいほど経費が掛かるので別のほうが良いかもしれない。ギリギリ

まで冷暖房を入れないで極寒や暑い中仕込みということはある。効くまで時間がかかることもあり、

早めにつけておかないと、となると時間がかかる。 

∙ 減免料金を設定してほしい。 

∙ 利用が入ってないときに練習をする場合や、本番を利用する団体は練習利用が半額などにならないか。 

∙ 多少料金は高くても、使い勝手がよい、便利で事業が運営しやすいという満足感があれば利用するだ

ろう。 

∙ ホール 3 区分の間のインターバルを、前後に利用する人がいない場合は 1時間単位での延長料金で対

応してほしい。 

∙ ホールを 18 時半までしか利用しなかった場合にも 20 時まで（1 区分）の利用料金がかかるのは納得

できない。その場合時間割にしてほしい。 

∙ プロモーター料金と市民料金（営利と非営利）は別にしてほしい。 

∙ 電気代など別料金の場合があるが、ホール利用料金に混みの設定になり高い水準に均されるのであれ

ば、利用分だけ支払ったほうがいい。もしくは、全部混みの料金設定にして使わなかった分は割引な

どにできないか。 

 

 

 ホール 予約時期について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：14団体】 

1 年前に予約できると良い。 1 

現市民会館同様、1 年でいいと思う。 2 

岡山市の団体は、市外より早く予約できると嬉しい。 1 

市内の団体優先で。 1 

毎年定期事業の優先予約を 1 

12 ヶ月から 15ヶ月前に予約ができればありがたいです。 1 

利用料金について 

・営利・非営利による峻別や入場料金による課金制度など 

・岡山市認定文化芸術団体の減免や共催・協働公演による減免措置など 

1 

同じ主催者が同じ大会を毎年開催する場合は優先権を与えて欲しい。 1 

岡山市芸術文化団体の場合、優先的に使用させて頂ければと思います。(予約時期を一般より早くす

るなど。) 
1 

市の認定団体とその他の団体との区別は今以上にあってよいのでは。最低 12か月以上。企画によっ

ては 24か月先でも予約できるシステムもあってよいと思います。 
1 

優先予約制度があれば 1 

事前に公共で押さえないように、あくまで民間主体でよろしく 1 

2～3年前に利用計画が立てられる様調整してほしい。 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 学校行事や上部大会との日程絡みもあり、希望した日にすでに予約が入っている、抽選に外れたとな

ると対応が難しい。優先に予約できると非常に助かる。 

∙ 大会でない場合は、１２か月もなくても大丈夫である。 
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∙ 定期演奏会等は時期が決まっているので 12か月より前であればいい。 

∙ 定期演奏会等はやる時期が決まっているので、早ければ早いほうが良い。ゲストなどを呼ぶ場合、日

程も場所も決まらないのにわからないということになってしまう。 

∙ 活動を長期的に見るならば 12 か月前は早すぎない。助成の申請のために企画を立てる場合、それく

らいは必要。6か月前で決まっていないというと規模も何も決まらない状態になる。ただし、単独の

公演だけであれば、そこまで早くなくてもよい。 

∙ 予約時期は 2年前では早すぎる。 

∙ 1 年前の予約時に、先に行政利用が入っていると中々利用できない。 

∙ リサイタルなどで有名なゲストを確保しようとすると、1 年前の予約では短いことがある。2 年前ま

ではないが、1年半くらいであれば大丈夫。団体での発表会では 1年前で問題ない。 

∙ 15 か月はうれしいが、早ければ安心するだけなので、1 年あれば大丈夫。1年半でも早すぎることは

ない。作品にもよる。 

∙ 優先予約を 13ヶ月前から受付、そのあと一般の受付を開始してほしい。 

∙ 15 ヶ月前からの予約ができるとよい。 

∙ 大スタジオを本番利用のために使用する場合は練習利用の対応ではなく、1年前（ホールと同じ時期）

から申込みができるように。 

∙ 全国規模の催しの場合は 2年前からの申込みが必要。 

∙ 演劇（小劇場）の場合は 1年前の申込みで問題ない。半年くらい前から動きはじめる人もいる。 

 

 

 ホールについて その他【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：8団体】 

ホールとリハーサル室を同時に予約できるようにしてほしい。 4 

出演者の利便性を考えて 

・ステージと楽屋の移動に配慮（バリアフリー） 

・山台や中幕やプロジェクターなどの設備を備える。 

・搬出入車～駐車スペースへの配慮 

1 

・芸術監督制やプデューサー制が導入された場合、施設運用の専権事項や事業部体制の構築が肝要 

・大中ホールの舞台床面に相当する練習スタジオの床面 

・練習室とホールとの遮音機能 

1 

全ての施設利用についてホール利用者に優先権があるように 

支部大会・全国規模の大会になると基本的に全館を使用することになる。 
1 

イオンの未来ホールとても使いやすいです。参考までに 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ インターネットで予約できると良い。 

∙ 備品もセット価格の設定があれば利用する。 

∙ 連続使用は最低 3 日。つくりながら生まれるものや変わるものがあり、仕込みを考えると理想は 6

日。セットができている状態を維持したまま稽古ができるのが理想。 

∙ ホールは連続使用 6日間必要。 

∙ ゴミ処理の料金を基本料が 1 日 2000 円くらい上がってもよいので、利用料金の中に組み込んでほし

い。 

∙ マイクロバスで乗降できる場所がないと利用できない。 

∙ スタッフがついて照明などの操作をしてくれるサービスがあるとよい 

（以下は練習室も共通） 

∙ 窓口の空いている時間は 17 時までという施設があるが、休みを取って行っている。 

∙ キャンセルも施設に行かないといけない。 

∙ 県の施設はホールはネット予約できるが先着順。希望だけネットで受けて予約は対面など工夫が必要。

団体名は違うが、実質同じ団体が複数申し込むなどが生じないように。 

∙ 既存団体の活動で予約が埋まってしまうと、新規参入を妨げてしまう。それはよくない。 

∙ 状況によって融通のきく体制をとって運営を行ってほしい。 
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∙ 本番前に声出しができる場所が必要。 

∙ （料金を安くしてほしいなどではなく）状況に応じて融通のきく体制をとって運営を行ってほしい。 

 

 

 練習室等の開館時間、休館日の希望について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：8団体】 

・早朝や夜間の開館 

・あるいは、24 時間 365日の開館 
1 

ホールと同じ時間設定 1 

公民館と同様の扱いでお願いします。 1 

9：00～22：00 1 

・10時～23 時(平日は 13時～23時) 

・休館日はないに越したことはないのですが、設けるとしたら月曜日(祝日の場合はその翌日) 
1 

大ホールと同じ舞台サイズのスペース １ 

休館日は、なるべく少なく、早朝や夜間の利用などができるようにしてほしい。 1 

夜間利用を希望 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 終了時間の希望は 23時。24 時も可能ならそれでもいいが、駅を利用してくることを考えると 23時。

その時間設定での、演劇系の活動では需要はある。稽古が 19 時始まりでも集まるのは 20 時、21 時

になる。 

∙ レジデンスを行うアーティストが利用する場合は 24時間使えるなどの対応があってはどうか。 

∙ 24 時まで利用できると嬉しい。ただし職員が残るのも大変だとおもうので、団体が自己責任ででき

るシステムがあればいい。 

 

 

Q19 運営ルールについて、希望すること(練習室等)                      

 利用申込のルールについて【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：6団体】 

毎年の定期公演日は優先していただきたい。 1 

・一般 6 ヵ月前から受付。 

・岡山市認定文化芸術団体 1 年前から受付。 

・当該施設の主催事業や市長・芸術監督・プロデューサーによる自主企画事業には創造型劇場として

の専権事項を設ける。 

1 

公民館と同様に、岡山市芸術文化団体の場合、予約時期を 3か月前でお願いしたいと 

考えています。(もしくは予約時期を一般より早くするなど。) 
1 

使用団体の協議で調節できるような公平な調整を。 1 

・最初に借りる際に団体登録をしてもらう(規約などがある場合は規約の提出、ない場合はどのよう

な活動をして、どのように練習室を使うかを書いてもらう。自由さを妨げてはいけませんが、練習室

といえど市井にある単なるレンタル施設ではなく、創造・育成・交流の場であるべきという考えから

です) 

1 

施設利用決定を 2年～3年前位に、利用計画が立てられる様にお願いしたい。 

特別ゲストをお願いする場合、日程調整が難しい様子。 
1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ ホールと同時に使用する場合は一緒に申込が出来るようにしてほしい。 
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 練習室等の利用料金について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：5団体】 

登録団体への減免や補助 1 

・営利・非営利による峻別や入場料金による課金制度など 

・岡山市認定文化芸術団体の減免や共催・協働公演による減免措置など 
1 

公民館と同様に岡山市芸術文化団体の場合、使用料免除(もしくは減免)をお願いしたいと考えます。 1 

・安ければ安いほどいいですが、管理運営のためにも 1 時間 500円程度 

・市内に事務所のある団体への減免 

・施設での発表や公演を近月中に予定している団体への減免 

1 

使用料の減免 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 公演本番にお金がかかるので練習にはあまり経費を使いたくない。 

∙ 安ければ利用の可能性がある。 

 

 

 練習室等 その他について【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：4団体】 

出演者の利便性を考えて 

・ステージと楽屋の移動に配慮（バリアフリー） 

・山台や中幕やプロジェクターなどの設備を備える。 

・搬出入車～駐車スペースへの配慮 

1 

・芸術監督制やプロデューサー制が導入された場合、施設運用の専権事項や事業部体制の構築が肝要 

・大中ホールの舞台床面に相当する練習スタジオの床面 

・練習室とホールとの遮音機能 

1 

・施設のアーツカウンシルによる認定団体への、作品創造のための長期貸出など 

・同一団体の使用制限(週 2 日までとか。ただし、残念ながら違う団体と称して同じメンバーが練習

をしていたことが天神山文化プラザで見受けられたので、どう解消するかですね…) 

1 

ホールとリハーサル室の同時、予約及び利用を希望 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 練習室の利用区分は、１時間設定だと、逆に使い勝手が悪くなるかもしれない。細かい区分の間の時

間をとられてしまうと長時間まとまって使えなくなる。 

∙ 誰もが使える公平性と集中的に使える長期利用があると良い。 

∙ 練習室は 1時間単位で借りられると使いやすい。 

∙ 岡山にはアマチュアの活動の方が多くいて、練習場の確保が難しいというのは聞いている。 

∙ ホールを使う時に利用するリハ室や会議室（楽屋が足りない場合）は同時に予約したい。 

∙ 練習利用では、３~４時間使うので３区分で良い。 

∙ 作品を創るために利用する際には、長期間の確保が可能なよう配慮してほしい。大ホール、練習室と

もに最低 4日感以上は必要。 

∙ 工房など大道具等を制作できる場所を使いたい。 
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Q20.貴団体が「新しい文化芸術施設」と協力してできること                  

 【ヒアリング事前記入シート内容】 

【回答：16団体】 

 夢を語り、希望に胸を膨らませ、岡山市に文化芸術の大きな花が開くことを願っていますが、最終

的には稼働率、入場者数の問題は外せません。私たちは、鑑賞と共に鑑賞する仲間を増やすことを会

の目的としている会なので、稼働率、入場者数を増やす方向で協力し合えます。 

 劇団は、岡山に約 1 週間滞在します。その間、空いている時間を活用して、学校を初めとして市民

のためのワークショップや演劇講座など開くことができる可能性があります。 

1 

「開館記念祝賀大合唱祭り」 

本年 7月 2日「第 10 回記念桧山武雄と歌おう 2000人のうたごえ」を岡山シンフォニーホールで開催

した。 

現在 25会場でうたの会を開催し、「うたごえの父」と称され、音楽のあふれる岡山を創造して来た。 

1 

できる施設によりますので、現時点では判断できない状況です。 1 

 25年間の活動で培った県内外や全国各地の人的ネットワーク（舞台芸術アーティスト、プロデュー

サー、劇場制作者、文化政策者など）を生かした創造発信・人材育成・鑑賞促進・普及啓発・協働連

携事業のほか舞台芸術フェスティバルやアーティスト・イン・レジデンスなど地域発信型協働事業へ

のアプローチや自主文化事業に伴う資金調達、広報宣伝、販売促進、市民参加、友の会運営など制作

業務全般への協力 

1 

施設が文化芸術を育てていく考えであるのなら、施設を使ってのワークショップや、県内の劇団が集

まったコミュニティを創り、地域に根付く演劇活動をする。 

県内・県外から呼ぶどの劇団よりも、面白い舞台を創ってあげます。 

1 

施設が主催する事に対して団体として出演することはできると思いますが。 

2～3ヶ月前であれば。 
1 

・こけら落としの公演誘致 

・共催催事の提案 

・盛りあげ企画 

1 

施設が主催する事業に団体として主演する 1 

・高校生による演劇は、たしかに荒削りの部分はありますが、何者にも媚びない、ストレートなメッ

セージを持った魅力的な舞台です。市民劇場などの商業演劇に親しんでいらっしゃる方々にもぜひ足

を運んでいただき、その魅力に触れていただくとともに、世代をこえた理解を深め、暖かいコミュニ

ティの形成に寄与できると感じています。 

1 

施設が主催する市民音楽関係の事業であれば、時期にもよりますが、団体として参加可能と考えます。 1 

 他の団体、個人との交流企画（今までのものにとらわれない）を定期的に行える企画会議みたいな

ものを施設とタイアップして行い、予算も年度内にこだわらず、企画に予算を付けるようにして岡山

の文化力アップを図るようなことがあれば協力して進めたい。 

１ 

・演劇、ダンス、子供むけ、中高年向けのワークショップとその後の発表会 

・市民公募による演劇やダンスの公演(中ホールや練習室のみならず、交流スペースやエントランス

での上演など) 

・施設主催の演劇フェス・ダンスフェス・現代アート展への参加、運営への参加や応援 

・岡山市内幼稚園・保育園・こども園・小学校等へのアウトリーチ活動やプロ講師の招聘 

・その他施設サポート(施設活用や利用向上サポート、プロ劇団の招聘など) 

１ 

ワークショップ等 1 

全国大会を開く可能性あり。 1 

・子どもを対象とした舞台芸術を共催事業として、企画運営 

・小・中学校の文化芸術アウトリーチ活動のマッチングなど 
1 

市文化芸術祭参加事業として、広くプログラム等で広告 1 

 

 ヒアリングでの聴取意見 

∙ 生徒の公演は無料で観てもらっている。敷居を低く観てもらうことができ、演劇に触れるという面で
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貢献できると思っている。 

∙ つながりのある団体だけでなく、活動している団体が広く参加できる総合的な企画を立てるようなシ

ステム的なことが新施設でできると良い。そういったことをできる人を育てて欲しい。人材を育てて

いくのが地域の文化力になると思う。 

∙ 芸術監督などの人は配置されると思うが、カバーしきれないところは、京阪、東京などとも人的パイ

プは出来ているので協力できる。 

∙ 学校との関係はあり、学校公演を紹介するなどができたりすると良い。どうせ観るなら良い作品をみ

せたい。小学校ではあて職的に先生が担当され、気にせず選んでいることが多いように聞いている。 

∙ エントランス広場などで WS をやることなどは想定できる。 

∙ 公演中に休館日があるのであれば、その日を利用して出演者が子どもを対象としたワークショップを

やるなど考えられるのではないか。 

 

その他のヒアリングでの聴取意見                               

∙ 県大会、中国大会は持ち回りで行うが、岡山市内ではできていない。県域で考えると、宿泊施設もあ

り地の利の良い岡山市内で行えると、非常に助かる。 

∙ 情報発信をどうしていくか。求める人のところに情報がなく、何をやっているかわからないという声

を聞く。 

∙ 会館の HP をみても、情報が一画面にありすぎていつどんなことをやっているかを探し当てるのは大

変。検索しやすいとか、リンクを貼るとか分りやすくしてほしい 

∙ 練習施設として常時使うのであれば、常時使える荷物置き場などは、多分使うと思う。 

∙ 鑑賞後の語りあう場をつくり、感想を交わすだけでなく、交流の場となればいい。 

∙ 大きい打楽器などを備品として借りられれば良い。練習場が変わると運搬費がかかる。 

∙ 色々な人が毎日来る施設になってほしい。特別な施設でなく、病院や学校と同じように必要な施設と

認識してもらえる施設になってほしい。 

∙ 仕事終了後に支払い等を行うことがあるので、仕事が終わったあと対応してもらえると助かる。窓口

だけでもあいていると良い。 

∙ アナログだが、駅に毎週毎週チラシが入るとか、“今日の映画”のような情報提供が良いのではない

か。劇場に行くことが、映画を見に行くくらいの敷居になってほしい。 

∙ 情報が集まるところはあるが、欲しいところに届かない。自分で探さないといけない時代だが、探し

やすいようにしていくことが必要。 

∙ 仕掛け方が重要。どう使うかが重要で、仕掛ける人がいないとならない。 

∙ 発表するために一生懸命練習するのでなく、個人が日常の表現を行う過程が大切なので、そういう活

動ができると良い。 

∙ 親が文化に興味がないと中々子供が触れられない。岡山市の学校に行っていたら文化に触れる機会が

あるというのは大きい。 

∙ ホールのコンセプトがぶれないよう、目的に沿った利用を優先してほしい。 

∙ 繋がりをつくっていく、孤立を防ぐ、社会包摂など新しい劇場の考え方の中にはそういうことが重要。 

∙ 有料で舞台のセッティング（ひな壇等）を行うなど、利用者の利便性を考えたサービスを提供してほ

しい。 

∙ 音響反射板を設置しないことにより、吹奏楽関係はかなりの出入りが減る。大勢利用が見込めるのに

非常にもったいない。 

∙ カラオケをしたい人も全国発信するような公演を打ちたい人にとっても同じルールを適用していい

のか。文化芸術の振興とリンクしてくる部分だと感じている。 

∙ 利用のルールで他施設と差をつけ、特徴をつけていくのも一つの方法ではないか。 

∙ 施設を建てて完成ではなく、そこから劇場としてのあゆみが始まる。千日前にという場所にできるこ

とを活かし、周辺とうまく繋げて創造型やアーティスト滞在型の施設にしていくと周辺の寂しいとこ

ろを活かすことにも繋がるし、まちづくりや環境団体などをいろいろ巻き込んでいけるのではないか。 

∙ 大ホールと中ホールが同時に開催されたときに、駐車場がどうなるのか。 

∙ 高齢者が多いのでバリアフリーの施設でないと利用できない。 

∙ 市民の活動をきちんと理解している人が管理を行うべき。 

∙ アクセスがどうなるかが課題。ホール前を路面電車が通ったりできるか。
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